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クジラがしんだら
江口絵理 作　かわさきしゅんいち 絵
藤原義弘 監修
　クジラが死んだらどうなる？ーー深海と
いう厳しい世界に生きるユニークな生きも
のたちの、いっときの大宴会を描いた物語。

子どもだけでつくれる　　　　　　　　
焼かないお菓子
原 亜樹子 著
　すごい！焼かなくても、チーズケーキやチ
ョコレートバーができちゃう!?火を使わな
いから、子どもだけでも安全においしく作
れます。道具やうつわをあらうタイミング
がよくわかる、おかたづけマークつき。

夫婦ふたり、狭いキッチンの食事と収納　                    
幸せな小さな台所
ｃｈｉｅｍｉ 著
　狭い台所がスッキリ、心地よい空間に！憧
れの暮らしを叶えるヒント。築40年のアパ
ートで夫婦 2 人暮らし。6帖の狭い台所を
スッキリ見せる収納の工夫、季節の野菜を
使った簡単ごはんやのレシピも紹介。

図書館から 本のお知らせ

　洗濯のりと水、ホウ砂水を混ぜ、スライムを作りました。
ひんやり&ぷにぷにとした感触がたまらない、手づくりスライムが完成しました。

スライムづくり
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　工藤真奈美さん（日之影町在住）を講師にお迎えし、子どもさんの手形や足形を利用した
作品を作りました。想像力をフルに使い、手形や足形が海の生き物などに大変身しました♪
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　8月18日、高千穂町自然休養村管理センターにて天
孫降臨祭が開催されました。
　このイベントは、総合的な学習の一環として高千穂
中学校3年生の文化継承班による企画運営のもと、文
化継承における継承者不足の課題解決策として開催。
　3年生の冨髙桜子さんは「皆が楽しそうにしているの
が嬉しかった。このイベントを通して、子どもの頃から高
千穂の文化を体験し、少しでも後継者不足の解消にな
れば嬉しい」と述べていました。
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孫降臨祭天

　8月10日~12日、世界農業遺産(GIAHS)を学ぶ取組
みとして、高校生や東京大学、株式会社ソラシドエアが
連携したフィールドワークが実施されました。
　そのうち、刈干切唄の歴史を学ぶ班では、高千穂町民
謡協会長の興梠則夫さんから、刈干切唄の歴史や背景
などを実際に歌を交えながら教えてもらいました。
　東京大学2年の原田寧々さんは「面白おかしいエピソ
ードなども聞けて大変勉強になった」、高千穂校高校1
年の原田紗和寧さんは「中学生の頃に刈干切唄を歌っ
たことがあり、いろいろな話を聞けて良かった」と述べ
ていました。
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